
３．参 考 資 料
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調査問題作成の基本的な考え方

① 学習指導要領の理念、目標・内容等に基づくものとし、小学校の調査問題については
小学校第５学年までに、中学校の調査問題については中学校第２学年までに十分に身に
付け、活用できるようにしておくべきと考えられるものを、各領域等からバランスよく
出題すること。

② 調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基盤的な事項を具体的に示
すものであり、教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等に
役立てるという視点から、学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具体的に
示すメッセージとなる問題を出題すること。

③ 「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」は、相互に関係し合いながら育成
されるものという学習指導要領の趣旨を踏まえた指導方法の改善等に資するよう、知識
と活用を一体的に問うこと。なお、調査問題の構成（問題数、分野・領域、出題形式
等）については、教科の特性に応じて柔軟に設計するものとすること。

④ 児童生徒が全ての問題に十分に取り組むことができるよう、問題の分量が調査時間
（解答時間）に照らして適切なものとなるよう努めること。また、児童生徒の調査の負
担に配慮すること。

⑤ 過去の調査で見られた課題を踏まえた問題も出題すること。

調査問題は、各設問の正答率や誤答の状況から課題の有無を把握し、学習指導
の改善・充実を図ることができるよう、特に、次の点に配意して作成しています。

「解答類型」について

（例） 令和６年度調査 小学校算数 ３ （3）

、○ 全国学力・学習状況調査では、児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握できるように、

設定する条件等に即して解答を分類・整理した「解答類型」を設けています。

○ 正誤だけではなく、一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）に着目して、

学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。

＜解答類型７の具体例＞ ・ 22×3.14

このように解答した児童は、球の直径の長さと円周率から体積
を求めることができると誤って捉えていると考えられる。

【解答類型と反応率】
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調査の活用について①

１．解説資料

○ 調査実施後、速やかに（調査結果の返却を待たずとも）児童生徒の学力
や学習の状況、課題等を把握し、学習指導の改善・充実に取り組む
際に役立てることができるよう作成。
（調査実施日当日に国立教育政策研究所ホームページに掲載。）

○ 各問題について、出題の趣旨、学習指導要領における
領域・内容、解答類型、学習指導の改善・充実を図る際の
ポイント等を記述。

２．報告書

○ 調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に取り組む際に役立てる
ことができるよう作成。
（結果公表日当日に国立教育政策研究所ホームページに掲載。）

○ 設問ごとの正答率、解答類型ごとの反応率、分析結果と課題、
学習指導の改善・充実を図る際のポイント等を記述。

調査の活用について②

※授業アイディア例

○ 授業の改善・充実により資するよう、
｢授業アイディア例｣を報告書内に掲載し、
調査結果の課題分析と課題の解決を図る事例を
一体的に示している。

○ 課題が見られた事項について、授業のアイディア
の一例を示すものとして作成。

３．説明会の開催等

○ 教育委員会の担当指導主事等を対象に全国説明会を開催し、
調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実のポイント等に
ついて説明（本説明会）

○ 教育委員会が開催する研修会等に学力調査官を派遣
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教育委員会や学校での活用事例

教育委員会では…

◎各教育委員会等での研修会等において、調査問題に関連した課題を取り上げ、解説資料や報告書を基にして
検討する。
その際、関連する過去の問題に当たったり、報告書の「授業アイディア例」を参考にしたりして、授業づく

りを行う。

◎調査問題を対象学年の先生方だけでなく、他の先生
と一緒に解いてみる。そして、解説資料や報告書等を
参考にしながら、どのような力が必要なのか考える。

◎解説資料や報告書の「学習指導に当たって」を参考
にして、指導計画の改善・充実を図る。

◎調査問題や解説資料、報告書、報告書の「授業アイ
ディア例」を参考にして、授業で扱う教材づくりや学
習の成果を評価するための問題づくりを行う。

◎調査実施後、児童生徒の解答を自校で確認する。そ
の際、解説資料を参考にしながら、児童生徒の解答状
況を把握し、弱点・つまずきを捉える。

学校では…

◎校内での授業研究において、調査問題に関連した課題を取り上げる際、解説資料や報告書等を参考としなが
ら全国学力・学習状況調査との関係を学習指導案に明記する。

調査問題には、問題ごとに学習指導の改善・充実に向けたメッセージがあります。
日々の授業における様々な場面において、１問からでも取り上げていくことが可能です。
全国学力・学習状況調査の調査問題や解説資料、報告書を一層お役立ていただき、
先生方の日々の指導のアイディアが広がっていくことを期待しています。
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